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平
成
２５
年
度
漁
村
女
性
セ

ミ
ナ
ー
が
、
３
月
３
日
東
京

都
新
宿
区
の
早
稲
田
大
学
理

工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
と
早
稲
田
都
市
計
画
フ

ォ
ー
ラ
ム
の

共
催
で
、
約

６０
名
が
参
加

し
て
開
催
さ

れ
た
。

今
年
度
の

セ
ミ
ナ
ー
の

テ

ー

マ

は

「
伝
え
る
～

漁
業
・
漁
村

を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に

＆
漁
業
・
漁

村
を
知
る
た

め
に
～
」
で
、
第
１
部
は
、

都
市
住
民
（
消
費
者
）
は
漁

業
・
漁
村
を
知
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
の
か
、
何
を
知
る

べ
き
な
の
か
あ
る
い
は
知
る

必
要
が
あ
る
の
か
、
漁
業
・

漁
村
か
ら
は
な
ぜ
知
っ
て
ほ

し
い
の
か
な
ど
に
つ
い
て
話

題
提
供
が
あ
り
、
第
２
部
に

お
い
て
は
、
話
題
提
供
を
踏

ま
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

冒
頭
、
早
稲
田
都
市
計
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
幹
事
市
川

進
氏
よ
り
開
会
の
挨
拶
、
全

国
漁
港
漁
場
協
会
田
中
潤
兒

会
長
が
趣
旨
説
明
を
行
っ

た
。第

１
部
の
話
題
提
供
の
内

容
は
次
の
通
り
。

�
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ

の
取
り
組
み
（
漁
業
・
漁
村
を

知
り
た
い
立
場
か
ら
）‥

�

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
代

表
取
締
役

柿
澤
克
樹

�
ひ
た
ち
地
魚
倶
楽
部
で
の

販
路
拡
大
活
動
（
漁
業
・
漁

村
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
立

場
か
ら
）‥

茨
城
県
久
慈

浜
丸
小
漁
業
協
同
組
合

今

橋
一
也

�
都
市
に
と
っ
て
の
海
辺
の

共
同
体
（
漁
業
・
漁
村
と
消

費
者
を
と
り
も
つ
立
場
か

ら
）‥

読
売
新
聞
東
京
本

社
編
集
委
員

青
山
彰
久

第
２
部
は
、
関
い
ず
み
東

海
大
学
海
洋
学
部
准
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
話

題
提
供
者
と
安
成
椰
子
水
産

経
済
新
聞
社
社
長
、
富
田
宏

�
漁
村
計
画
代
表
を
パ
ネ
ラ

ー
に
討
論
を
行
っ
た
。

主
な
討
論
内
容
は
次
の
と

お
り
。

・
直
売
所
の
設
置
に
よ
り
消

費
者
の
意
見
を
漁
業
者
が
直

接
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
大
き
い
。
直
売
所
で
は

婦
人
部
の
方
々
は
対
応
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
が
、
敢
え

て
漁
師
（
漁
協
役
員
）
を
巻

き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
消

費
者
の
意
向
を
聞
く
よ
う
に

し
た
結
果
、
漁
師
も
前
向
き

に
な
り
、
現
在
で
は
直
販
所

を
付
設
し
た
第
二
加
工
場
も

建
設
中
で
あ
る
。

・
女
性
は
漁
協
の
中
枢
に
入

れ
な
い
。
そ
の
た
め
女
性
だ

け
で
は
加
工
場
も
作
れ
な

い
。
女
性
が
自
分
で
や
れ
る

よ
う
に
な
る
と
女
性
は
今
以

上
に
頑
張
る
と
思
う
。

・
漁
師
は
一
人
船
長
で
一
人

社
長
で
あ
る
た
め
、
経
営
感

覚
が
な
い
。
経
理
担
当
は
女

性
（
奥
さ
ん
）
で
あ
る
。

・
組
合
員
（
漁
師
）自
ら
営
業

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

接
客
を
通
し
て
経
営
感
覚
の

大
事
さ
を
認
識
し
て
く
る
。

・
鐘
崎
漁
協
は
規
模
の
大
き

な
漁
協
で
あ
り
、
殆
ど
が
漁

船
漁
業
で
あ
る
。
年
４
回
地

元
で
祭
り
も
実
施
し
て
い
る

し
、
道
の
駅
「
む
な
か
た
」で

魚
の
販
売
も
行
っ
て
い
る
。

食
育
講
座
や
学
校
給
食
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

・
地
域
活
性
化
の
た
め
に
は
、

市
町
村
役
場
と
繋
が
る
こ
と

が
大
事
。

・
都
市
住
民
（
個
人
的
）
に

は
、
新
鮮
な
魚
の
販
売
も
大

事
で
あ
る
が
、
今
日
水
揚
げ

さ
れ
た
も
の
を
ど
う
食
べ
る

の
か
教
え
る
の
も
大
事
。

・
流
通
に
乗
ら
な
い
魚
を
ど

の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
知
り
た
い
。

・
女
性
た
ち
が
頑
張
れ
る
環

境
を
作
る
に
は
、
役
場
が
大

事
。
地
域
を
突
き
詰
め
る
と

男
と
女
の
共
同
生
活
の
場
で

あ
る
の
で
、
何
か
を
や
ろ
う

と
思
っ
た
ら
、
地
元
の
役
場

を
巻
き
込
む
こ
と
は
重
要
。

・
今
後
の
漁
村
を
考
え
る
と
、

「
血
縁
」
は
古
い
。
都
市
住

民
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ
「
志

縁
」
と
い
う
考
え
を
持
つ
こ

と
も
大
事
。

・
漁
協
を
中
心
と
し
た
「
巨

大
流
通
」
に
対
抗
す
る
に
は

あ
る
意
味
「
ゲ
リ
ラ
流
通
」

が
大
事
。
女
性
は
そ
れ
に
適

し
て
い
る
。
勝
つ
戦
い
を
す

る
た
め
に
は
全
身
全
霊
で
取

り
組
む
こ
と
が
大
事
。

・
漁
村
女
性
は
積
極
的
に
漁

協
に
入
っ
て
い
く
こ
と
と
漁

協
は
女
性
を
受
け
入
れ
る
懐

の
深
さ
を
持
つ
こ
と
が
大

事
。

・
今
日
も
各
地
の
色
々
な
事

例
紹
介
が
あ
っ
た
が
、
大
事

な
の
は
「
地
域
に
合
っ
た
・

風
土
に
合
っ
た
」
や
り
方
を

心
掛
け
る
こ
と
。
全
国
で
同

じ
こ
と
を
や
っ
て
も
ダ
メ
。

総
括
的
に
、
パ
ネ
ラ
ー
か

ら
次
の
意
見
が
あ
っ
た
。

・
ド
ラ
マ
あ
ま
ち
ゃ
ん
が
人

気
を
博
し
た
が
、
ス
ト
ー
リ

ー
の
面
白
さ
は
当
然
だ
が
、

岩
手
の
小
袖
浜
と
い
う
地
域

共
同
体
の
紹
介
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
う
。
都
市
に
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
共
同
体
に

あ
こ
が
れ
た
の
で
は
な
い

か
。

・
日
本
の
水
産
は
ま
だ
ま
だ

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
業
種
で

あ
る
と
思
う
。
水
産
業
に
誇

り
を
持
っ
て
今
後
も
活
動
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
。

・
漁
協
に
新
し
い
風
が
吹
き

込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織

内
部
で
の
考
え
方
も
変
わ

る
。
女
性
に
は
積
極
的
に
関

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
女
性

は
地
域
を
超
え
た
横
の
繋
が

り
が
強
い
の
で
、
色
々
な
場

面
で
発
信
し
続
け
る
こ
と
が

重
要
。

・
女
性
た
ち
が
加
工
し
て
い

る
魚
は
、
統
計
で
は
「
そ
の

他
の
魚
種
」
と
さ
れ
る
こ
と

か
ら
「
雑
魚
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
利
用
価
値
か

ら
い
え
ば
雑
魚
で
は
な
い
の

で
、
今
後
は
別
の
言
い
方
を

考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

・
全
国
各
地
で
構
造
改
革
は

始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
漁
業
、

漁
村
に
も
必
ず
未
来
は
あ

る
。

・
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
伝

え
る
」
相
手
は
外
だ
け
で
は

な
い
。
内
側
に
向
か
っ
て
も

伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

漁
協
、
女
性
部
を
含
め
、
次

世
代
へ
伝
え
る
、
次
世
代
を

育
て
る
こ
と
も
重
要
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
参
加

者
の
地
元
産
品
を
持
ち
寄

り
、
情
報
交
換
会
を
行
っ
た
。

http : //www.gyokou.or.jp/

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
は
、
平
成
２６
年
２
月
２５

日
（
火
）
東
京
都
千
代
田
区

霞
が
関
の
全
日
通
労
働
組
合

会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
２５

年
度
漁
港
漁
場
講
習
会
を
開

催
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
昭
和
４２
年

か
ら
漁
港
講
習
会
と
し
て
開

催
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
１４

年
か
ら
は
事
業
の
統
合
に
よ

り
「
漁
場
部
門
」
も
取
り
入

れ
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

講
習
会
は
、
主
催
者
挨
拶

に
続
き
、
来
賓
の
宇
賀
神
義

宣
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

長
が
「
２
月
６
日
に
２５
年
度

の
補
正
予
算
が
成
立
し
た

が
、
水
産
基
盤
関
係
で
は
約

１
１
０
億
円
計
上
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
２６
年
度
予
算
は

３
月
中
に
は
成
立
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
予
算
は

前
年
を
上
回
る
予
算
と
な
っ

て
お
り
、
長
ら
く
低
迷
し
て

い
た
が
向
上
・
上
昇
に
向
か

っ
て
い
る
と
い
う
状
況
。
予

算
成
立
後
は
直
ち
に
執
行
す

る
こ
と
に
全
力
を
あ
げ
て
頂

き
た
い
。

防
災
・
減
災
対
策
、
長
寿

命
化
対
策
、
衛
生
管
理
型
漁

港
の
整
備
そ
し
て
水
産
環
境

整
備
と
い
う
漁
場
の
整
備
が

柱
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で

も
特
に
東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
た
防
災
・
減
災
対
策
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
数
十
年

か
ら
百
数
十
年
に
１
回
起
こ

る
と
い
う
頻
度
の
Ｌ
１
の
津

波
に
耐
え
ら
れ
る
防
波
堤
と

い
う
こ
と
で
設
計
は
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
今
後
は
重
要

な
防
波
堤
に
つ
い
て
は
Ｌ
１

津
波
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う

強
化
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
他
に
粘
り

強
い
構
造
と
か
、
防
波
堤
と

防
潮
堤
を
組
み
合
わ
せ
た
多

重
防
護
と
い
っ
た
視
点
も
重

要
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
、

Ｌ
１
津
波
に
耐
え
ら
れ
る

か
、
耐
震
対
策
が
な
さ
れ
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
機
能
診

断
や
点
検
を
行
っ
て
い
る

が
、
そ
の
後
に
着
実
に
事
業

に
繋
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
課
題
で
あ
る
。
併
せ
て
、

被
災
後
に
直
ち
に
水
産
業
が

復
興
す
る
よ
う
に
あ
ら
か
じ

め
様
々
な
備
え
を
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
。
例
え
ば
、
地

域
の
建
設
業
者
と
協
定
を
結

ん
で
被
災
後
の
泊
地
の
ゴ
ミ

を
取
り
除
く
、
あ
る
い
は
事

業
継
続
計

画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
を
立

て
て
お
い

て
す
ぐ
に

立
ち
直
れ

る
よ
う
な

備
え
を
し

て
お
く
と

い
っ
た
、

ソ
フ
ト
面

で
の
事
前

の
準
備
や

監
視
カ
メ

ラ
の
設
置

と
い
っ
た

こ
と
も
重

要
。
こ
の
よ
う
な
防
災
対
策

が
一
番
の
課
題
で
あ
る
。

漁
業
者
あ
る
い
は
地
域
の

方
々
が
行
う
藻
場
や
干
潟
の

手
入
れ
、
文
化
の
継
承
に
関

す
る
活
動
等
に
対
し
て
支
援

す
る
水
産
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
の
予
算
も
二
カ
年
続
い

て
３５
億
円
確
保
さ
れ
て
お

り
、
全
国
８
０
０
を
超
え
る

活
動
組
織
が
活
動
を
し
て
い

る
。ま

た
、
２５
年
度
補
正
予
算

と
２６
年
度
当
初
予
算
で
計
２

億
円
の
予
算
を
確
保
し
て
、

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
際
に
支
援
す
る
事
業

を
立
ち
上
げ
た
。
地
域
の
漁

業
者
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

取
り
組
ん
で
収
入
を
上
げ
て

い
く
か
、
浜
ご
と
の
漁
業
者
、

市
町
村
に
よ
り
計
画
を
作

り
、
そ
の
計
画
に
対
し
て

様
々
な
施
策
で
応
援
す
る
と

い
う
も
の
。
そ
の
ほ
か
民
間

企
業
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
金

力
を
活
用
し
て
そ
の
計
画
を

実
現
し
て
ゆ
く
と
い
っ
た
応

援
を
「
浜
の
応
援
団
」
と
い

う
名
前
を
付
け
て
、
水
産
庁

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
話
題
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら

説
明
が
あ
る
が
、
少
し
で
も

漁
業
が
発
展
す
る
よ
う
に
今

日
の
講
習
会
の
成
果
を
現
場

で
活
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
挨
拶
し
た
。

講
義
内
容
と
講
師
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
）。

○
平
成
２６
年
度
水
産
基
盤
整

備
事
業
予
算
の
概
要‥

水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画

課
長

�
吉

晋
吾

○
平
成
２６
年
度
つ
く
り
育
て

る
漁
業
予
算
の
概
要‥

水

産
庁
増
殖
推
進
部
栽
培
養
殖

課
課
長
補
佐

大
久
保

慎

○
「
主
要
漁
港
に
お
け
る
大

規
模
災
害
時
の
応
急
体
制
の

充
実
施
策
に
つ
い
て
」
及
び

「
漁
港
・
漁
村
に
お
け
る
防

災
減
災
対
策
の
現
状
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
」‥

水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
防
災

漁
村
課
水
産
施
設
災
害
対
策

室
長

石
井

馨

○
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対

策
の
概
要‥

水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
計
画
課
課
長
補

佐

山
�

雄
一
郎

○
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の

概
要‥

水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
防
災
漁
村
課
課
長
補

佐

伊
藤

敏
朗

○
最
近
の
磯
焼
け
対
策
の
動

向‥

（
一
社
）
水
産
土
木

建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
上
席
研

究
員

安
藤

亘

○
漁
港
施
設
の
地
震
・
津
波

対
策
と
老
朽
化
対
策
に
つ
い

て‥

水
産
庁
漁
港
漁
場
整

備
部
整
備
課
漁
港
漁
場
専
門

官

不
動

雅
之

特
定
第
三
種
漁
港
を
有
す

る
全
国
１３
の
市
長
で
構
成
す

る
特
定
第
三
種
漁
港
市
長
協

議
会
（
会
長
・
中
村
勝
治
境

港
市
長
）
の
第
３０
回
幹
事
会

が
、
２
月
２１
日
午
後
２
時
３０

分
か
ら
霞
が
関
ビ
ル
３５
階
の

東
海
大
学
校
友
会
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
宇
賀
神
義
宣

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

長
、
田
中
潤
兒
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
、
鹿

田
正
一
（
公
社
）
全
国
漁
港

漁
場
協
会
理
事
、
佐
藤
雅
彦

青
森
県
漁
港
漁
場
整
備
課
課

長
代
理
ら
の
来
賓
と
９
市
の

担
当
課
長
又
は
そ
の
代
理
者

が
出
席
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
幹
事
長
の

藤
川
順
一
境
港
市
水
産
課
長

が
「
今
後
特
三
漁
港
の
流
通

・
高
度
衛
生
管
理
対
策
、
防

災
機
能
強
化
等
を
促
進
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
三
市
長
協
議
会
は
、
１３
市

が
情
報
交
換
を
行
い
、
特
三

漁
港
の
機
能
向
上
の
た
め
国

・
県
に
働
き
か
け
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。

来
賓
の
宇
賀
神
部
長
は

「
２５
年
度
補
正
予
算
で
１
１

０
億
円
の
水
産
基
盤
整
備
予

算
が
決
定
し
、
２６
年
度

予
算
概
算
決
定
は
前
年

比
３
・
５
％
ア
ッ
プ
と

な
っ
た
。

特
三
漁
港
に
つ
い
て

は
防
災
・
減
災
機
能
強

化
と
高
度
衛
生
管
理
の

取
組
み
を
進
め
る
。
特

に
荷
さ
ば
き
所
の
整
備

が
大
事
。
避
難
場
所
を

屋
上
に
整
備
す
る
と
か
、
耐

震
化
、
漁
船
の
大
型
化
へ
の

対
応
、
多
重
防
護
と
い
っ
た

色
々
な
組
み
合
わ
せ
で
進
め

て
い
き
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

議
事
に
移
り
、
第
２０
回
通

常
総
会
を
８
月
５
日
（
火
）

に
塩
竃
市
で
開
催
す
る
こ
と

及
び
総
会
の
付
議
議
案
書

（
案
）
に
つ
い
て
確
認
を
し

た
。ま

た
議
事
の
最
後
に
幹
事

長
よ
り
全
国
水
産
都
市
三
団

体
連
絡
協
議
会
の
活
動
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
行
わ
れ
た
講
演

会
で
は
横
山
純
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
計
画
課
課
長
補

佐
が
「
２６
年
度
予
算
概
算
決

定
に
つ
い
て
」
、
中
村
隆
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画

課
課
長
補
佐
が
「
特
定
第
三

種
漁
港
の
目
指
す
高
度
衛
生

管
理
対
策
に
つ
い
て
」
を
講

演
し
た
。

幹
事
会
終
了
後
、
来
賓
を

交
え
て
情
報
交
換
会
を
行
っ

た
。

平成２６年３月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人 公益社団法人 全国漁港漁場協会

田 中 潤 兒

東京都港区赤坂１－９－１３三会堂ビル８階
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漁港は
魚の保育園
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平 成
２５年度

漁
村
女
性
セ
ミ
ナ
ー
開
催

全
国
漁
港
漁
場
協
会
と
早
稲
田
都
市
計
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
共
催

第２部では討論が行われた

特定第三種漁港市長協議会

第３０回幹事会開催

幹事会の様子

漁 港 漁 場 月 報

平
成
２５
年
度

漁
港
漁
場
講
習
会
開
催

挨拶する宇賀神部長
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漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征

士
郎
衆
議
院
議
員
）
は
、
２

月
１２
日
正
午
か
ら
自
民
党
本

部
で
総
会
を
開
き
、
平
成
２５

年
度
の
会
務
・
会
計
報
告
を

行
う
と
と
も
に
、
水
産
庁
が

平
成
２６
年
度
水
産
基
盤
整
備

概
算
決
定
及
び
平
成
２５
年
度

水
産
関
係
補
正

予
算
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
し

た
。水

産
、
漁
港

漁
場
関
係
団
体

の
関
係
者
が
傍

聴
す
る
な
か
、

冒
頭
衛
藤
会
長

が
「
我
が
国
の

水
産
業
、
漁
村

を
取
り
巻
く
環

境
は

燃

油

高

騰
、
魚
価
の
低
迷
等
々
あ
り

一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
い
る

が
、
与
党
・
自
民
党
と
し
て

は
、
昨
年
、
燃
油
高
騰
対
策

の
実
現
を
図
っ
た
と
こ
ろ
。

我
々
と
し
て
は
、
水
産
業
を

魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
次
世

代
に
伝
え
、
豊
か
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
漁
村
を
形
成
す

る
た
め
に
は
、
大
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
と
と
も
に
、

国
土
強
靱
化
・
防
災
減
災
対

策
、
流
通
拠
点
漁
港
に
お
け

る
衛
生
管
理
対
策
、
水
産
環

境
整
備
に
よ
る
水
産
資
源
回

復
対
策
等
の
推
進
が
喫
緊
の

課
題
。
特
に
、
近
い
将
来
大

規
模
地
震
津
波
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

東
日
本
大
震
災
の
被
害
を
教

訓
と
し
た
漁
港
・
漁
村
等
の

防
災
・
減
災
対
策
を
早
急
に

講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

本
日
は
、
水
産
庁
か
ら
平

成
２６
年
度
予
算
概
算
決
定
に

つ
い
て
説
明
い
た
だ
く
が
、

平
成
２６
年
度
水
産
基
盤
整
備

予
算
は
２５
年
度
に
比
べ
３
・

５
％
増
、
２５
年
度
補
正
予
算

を
加
え
る
と
実
質
約
１９
％
の

増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
非
公

共
事
業
で
は
、
水
産
業
・
漁

村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
発

揮
対
策
の
３５
億
円
に
加
え
、

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」

策
定
推
進
事
業
費
が
２５
年
度

補
正
予
算
と
併
せ
て
２
億
円

計
上
さ
れ
、
水
産
業
を
核
と

し
た
地
域
の
活
性
化
の
た
め

の
総
合
的
な
支
援
策
と
し
て

期
待
さ
れ
る
。
２６
年
度
予
算

等
々
に
つ
い
て
も
、
今
日
ご

出
席
の
先
生
方
が
財
務
省
主

計
局
長
以
下
主
計
局
に
対
す

る
強
い
要
請
等
が
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
予
算
編
成
が
整
っ

た
訳
で
あ
り
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
る
。

本
議
連
は
、
水
産
業
を
支

え
る
地
域
が
よ
り
一
層
活
性

化
す
る
よ
う
活
動
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
今
後
の
各
位

の
積
極
的
な
活
動
を
お
願
い

す
る
」
と
挨
拶
し
て
始
ま
っ

た
。議

事
で
は
、
青
木
一
彦
事

務
局
長
（
参
議
院
議
員
）
が

会
務
・
会
計
報
告
を
行
い
承

認
さ
れ
た
。

水
産
庁
の
説
明
に
移
り
、

最
初
に
本
川
一
善
水
産
庁
長

官
が
「
漁
港
漁
場
漁
村
議
連

の
先
生
方
に
は
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
補
正
予

算
・
２６
年
度
当
初
予
算
は
、他

の
公
共
事
業
の
分
野
と
比
較

し
て
も
有
り
難
い
数
字
の
予

算
を
頂
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、

１１
月
２８
日
に
主
計
局
長
の
と

こ
ろ
に
先
生
方
が
沢
山
お
い

で
頂
き
、
ご
要
請
頂
き
ま
し

て
こ
と
が
非
常
に
大
き
な
力

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

燃
油
対
策
で
も
、
水
産
部

会
の
先
生
方
が
、
主
計
局
長

の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
直
談
判

を
し
て
頂
い
た
こ
と
が
、
非

常
に
大
き
な
支
え
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
予

算
獲
得
な
ど
い
ろ
ん
な
面
で

ご
支
援
を
頂
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

先
生
方
の
現
地
で
の
ご
活

動
・
ご
視
察
に
私
共
も
同
行

さ
せ
て
頂
き
、
現
地
の
事
情

を
お
聞
か
せ
頂
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
会
長
が
言
及

さ
れ
ま
し
た
浜
の
活
力
を
再

生
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
作
り

を
、
全
漁
連
、
大
日
本
水
産

会
と
も
一
緒
に
進
め
て
い
く

所
存
で
す
。
現
場
で
関
係
者

に
話
を
聞
き
、
浜
を
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
十
年
後
、
二
十

年
後
も
若
い
方
が
漁
業
を
や

っ
て
い
け
る
か
と
い
っ
た
プ

ラ
ン
を
作
る
こ
と
を
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
に
お
い

て
、
漁
港
・
漁
場
と
い
う
ハ

ー
ド
施
設
は
大
変
重
要
な
役

割
を
果
た
す
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
の
な
か
に
、
今
日
お

越
し
の
関
係
団
体
の
皆
さ
ん

も
加
わ
っ
て
プ
ラ
ン
作
り
を

進
め
、
そ
れ
を
核
に
日
本
の

漁
業
が
良
い
方
向
に
向
か
っ

て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
併

せ
て
「
ハ
マ
の
応
援
団
」
と

い
う
の
も
募
集
し
て
お
り
、

流
通
企
業
・
加
工
企
業
の

方
々
に
も
応
援
を
し
て
頂

く
。
当
然
、
漁
港
を
作
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
関
連
の
企

業
の
方
に
も
応
援
団
に
な
っ

て
い
た
だ
い
て
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、

先
生
方
も
地
元
に
お
帰
り
の

際
に
は
、
あ
の
プ
ラ
ン
作
り

は
ど
う
な
っ
て
い
る
と
お
聞

き
い
た
だ
い
て
、
後
押
し
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

挨
拶
を
し
た
。

続
い
て
宇
賀
神
義
宣
漁
港

漁
場
整
備
部
長
が
、
２６
年
度

水
産
基
盤
整
備
概
算
決
定
は

総
額
７
２
１
億
円
と
前
年
度

同
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
２５

度
補
正
予
算
１
０
９
億
円
等

を
加
え
る
と
前
年
度
比
約
１

１
９
％
と
な
る
。
地
震
・
津

波
等
の
自
然
災
害
か
ら
漁
港

・
漁
村
を
守
る
た
め
漁
港
施

設
の
機
能
診
断
や
防
波
堤
の

嵩
上
げ
や
岸
壁
の
耐
震
化
対

策
な
ど
の
「
国
土
強
靱
化
・

防
災
減
災
対
策
の
推
進
」
、

特
定
第
三
種
漁
港
な
ど
の
流

通
拠
点
漁
港
に
お
け
る
食
の

安
全
や
海
外
市
場
の
開
拓
に

向
け
た
「
流
通
拠
点
漁
港
に

お
け
る
衛
生
管
理
対
策
の
推

進
」
、
持
続
的
な
水
産
業
振

興
を
図
る
た
め
の
資
源
管
理

計
画
と
連
携
し
た
藻
場
干
潟

等
の
造
成
な
ど
漁
場
整
備
の

着
実
な
推
進
等
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

説
明
の
後
、
意
見
交
換
を

行
い
、
出
席
議
員
か
ら
「
藻

場
・
干
潟
の
実
施
地
区
の
効

果
は
出
て
い
る
の
か
」
「
マ

リ
ン
ト
ピ
ア
構
想
と
し
て
湧

昇
流
漁
場
を
整
備
し
た
が
事

後
検
証
が
未
実
施
。
ま
た
、

近
年
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ベ
タ

打
ち
工
法
で
整
備
し
た
護
岸

は
、
陸
か
ら
の
栄
養
供
給
に

役
立
っ
て
い
た
石
積
み
護
岸

の
効
果
が
失
わ
れ
て
お
り
問

題
。
長
年
、
こ
の
点
の
研
究

を
進
め
る
よ
う
指
摘
し
て
い

る
が
進
捗
し
て
い
る
の
か
」

「
陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ
の
残
滓

が
不
法
投
棄
と
の
指
摘
が
あ

る
が
、
こ
の
対
策
に
補
助
事

業
は
あ
る
の
か
」
「
陸
揚
げ

後
に
粉
砕
す
る
と
産
業
廃
棄

物
に
な
る
。
他
方
、
貝
に
栄

養
分
が
あ
る
の
で
海
に
戻
す

と
良
い
と
の
漁
師
の
意
見
も

あ
る
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
」
と
い
っ
た
懸
念
や
意

見
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
衛
藤
会
長
が
、
来

年
度
は
現
地
調
査
を
二
カ
所

以
上
予
定
し
て
い
る
の
で
、

多
く
の
参
加
を
お
願
い
し
た

い
と
挨
拶
し
て
総
会
は
終
了

し
た
。

総
会
に
は
衛
藤
会
長
、
青

木
事
務
局
長
の
ほ
か
、
阿
部

俊
子
、
青
山
周
平
、
赤
澤
亮

正
、
伊
藤
忠
彦
、
大
野
敬
太

郎
、
勝
沼
栄
明
、
河
村
建
夫
、

木
村
太
郎
、
北
村
茂
男
、
北

村
誠
吾
、
古
賀
篤
、
桜
井
宏
、

清
水
誠
一
、
鈴
木
俊
一
、
竹

下
亘
、
武
部
新
、
谷
公
一
、

冨
岡
勉
、
中
川
郁
子
、
中
村

裕
之
、
西
村
明
宏
、
野
田
毅
、

藤
井
比
早
之
、
藤
丸
敏
、
細

田
博
之
、
堀
井
学
、
宮
澤
博

之
、
宮
路
和
明
、
森
英
介
、

山
本
公
一
、
望
月
義
夫
の
３１

名
の
衆
議
院
議
員
、
井
原
巧
、

北
村
経
夫
、
島
田
三
郎
、
高

野
光
二
郎
、
長
峯
誠
、
舞
立

昇
治
、
山
田
修
路
の
７
名
の

参
議
院
議
員
が
出
席
し
、
４７

名
の
代
理
出
席
が
あ
っ
た
。

聞
き
書
き
甲
子
園
実
行
委

員
会
は
、
３
月
８
日
（
土
）

午
後
１
時
よ
り
東
京
都
両
国

の
江
戸
東
京
博
物
館
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
「
森
・
川
・
海

の
名
人
が
教
え
て
く
れ
た
も

の
」
を
テ
ー
マ
に
第
１２
回
聞

き
書
き
甲
子
園
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
農
林
水

産
省
、
文
部
科
学
省
、
環
境

省
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
で
開

会
し
、
森
の
名
手
・
名
人
の

代
表
で
あ
る
鈴
木
士
朗
さ
ん

と
三
浦
英
隆
さ
ん
に
、
公
益

社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機

構
の
副
理
事
長
よ
り
名
人
の

認
定
証
が
授
与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
実
行

委
員
会
委
員
長
よ

り
代
表
高
校
生
へ

の
修
了
証
書
の
授

与
、
作
文
選
考
委

員
会
委
員
長
で
作

家
で
も
あ
る
塩
野

米
松
氏
よ
り
優
秀

作
品
賞
・
優
秀
写

真
賞
の
授
与
が
行

わ
れ
た
。

表
彰
に
引
き
続
き
、
名
人

と
取
材
し
た
高
校
生
２
組
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
聞
き
書

き
甲
子
園
Ｏ
Ｂ
が
主
体
と
な

り
今
年
度
の
高
校
生
か
ら
聴

取
し
た
「
心
に
残
る
名
人
の

言
葉
」
の
紹
介
、
塩
野
委
員

長
、
委
員
の
木
村
尚
氏
、
実

行
委
員
会
委
員
長
の
澁
澤
壽

一
氏
の
３
者
に
よ
る
鼎
談
が

行
わ
れ
た
。

聞
き
書
き
甲
子
園
に
参
加

し
た
高
校
生
の
作
品
は
、
今

後
印
刷
物
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
２６
年
度
も
、
第
１３

回
聞
き
書
き
甲
子
園
、
「
海

の
名
人
」
の
選
定
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
の
で
、
都
道

府
県
の
漁
港
漁
場
協
会
に
お

い
て
は
、
名
人
の
推
薦
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
一
社
）
長
崎
県
漁
港
漁

場
協
会
（
会
長‥

友
広
郁
洋

松
浦
市
長
）
は
、「
な
が
さ
き

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｎ
・
ウ
イ
ン
タ

ー
ス
ク
ー
ル
」
を
２
月
１３
日

長
崎
市
内
の
ホ
テ
ル
セ
ン
ト

ヒ
ル
長
崎
で
開
催
し
た
。

こ
の
勉
強
会
は
、
本
県
水

産
業
の
発
展
と
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
た
め
、
漁
業

の
生
産
性
な
ど
に
関
わ
る
課

題
を
テ
ー
マ
と
し
て
会
員
等

関
係
者
を
対
象
に
実
施
し
た

も
の
で
約
１
０
０
名
が
参
加

し
た
。

今
回
の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク

ー
ル
は
水
産
庁
、
長
崎
県
、

長
崎
市
、
長
崎
県
市
長
会
、

長
崎
県
町
村
会
、
長
崎
県
海

区
漁
協
長
会
、
長
崎
県
漁
協

専
務
参
事
会
の
後
援
を
得

た
。ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の

開
校
に
先
立
ち
主
催
者
を
代

表
し
て
友
広
会
長
（
代
読

溝
口
敏
男
専
務
理
事
）
が
挨

拶
し
、
続
い
て
長
崎
県
水
産

部
下
山
満
寛
部
長
（
代
読

田
添
伸
水
産
部
次
長
）
よ
り

来
賓
祝
辞
が

あ
っ
た
。

ウ
イ
ン
タ

ー
ス
ク
ー
ル

は
４
部
の
構

成
で
、
９
時

３０
分
か
ら
１８

時
００
分
ま
で

参
加
者
は
講

師
９
名
の
熱

心
な
講
演
に

聴

き

入

っ

た
。第

４
部
の

「
地
域
活
性
化
を
探
る
情
報

交
換
会
」
は
約
５０
名
が
参
加

し
、
同
ホ
テ
ル
の
「
出
島
」

で
長
崎
県
水
産
部
田
中
郁
也

参
事
監
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
を
再

発
見
し
て
地
域
活
性
化
に
有

効
活
用
す
る
方
策
な
ど
を
語

り
な
が
ら
の
情
報
交
換
に
余

念
の
無
い
時
間
を
過
ご
し

た
。

各
部
の
演
題
と
講
師
は
次

の
通
り
。

○
第
１
部‥

水
産
施
策
セ

ミ
ナ
ー

・
演
題
「
平
成
２６
年
度
水
産

基
盤
整
備
予
算
の
概
要
」

‥

水
産
庁
計
画
課
課
長
補

佐
（
事
業
班
担
当
）

横
山

純
氏

・
演
題
「
浜
の
活
力
再
生
プ

ラ
ン
策
定
推
進
事
業
に
つ
い

て
」‥

水
産
庁
防
災
漁
村

課
施
設
管
理
指
導
官

三
上

清
人
氏

・
演
題
「
長
崎
県
に
お
け
る

水
産
施
策
推
進
状
況
に
つ
い

て
」

（
１
）
長
崎
県
に
お
け
る
磯

焼
け
対
策
の
取
組
状
況‥

長
崎
県
水
産
部
参
事
監

田

中
郁
也
氏

（
２
）
漁
村
地
域
活
性
化
プ

ラ
ン
の
取
組
に
つ
い
て‥

長
崎
県
水
産
部
漁
政
課
企
画

調
整
班
係
長

松
尾
隆
男
氏

○
第
２
部‥

地
域
活
動
実

践
講
座

・
演
題
「
北
海
道
マ
リ
ン
ビ

ジ
ョ
ン
２１
（
水
産
業
を
核
と

す
る
地
域
の
活
性
化
）
に
つ

い
て
」‥

国
土
交
通
省
北

海
道
開
発
局
農
業
水
産
部
水

産
課
長

岡
貞
行
氏

・
演
題
「
歯
舞
地
域
マ
リ
ン

ビ
ジ
ョ
ン
の
取
組
み
」‥

北
海
道
歯
舞
漁
業
協
同
組
合

専
務
理
事

伊
藤
康
彦
氏

・
演
題
「
寿
都
地
域
マ
リ
ン

ビ
ジ
ョ
ン
の
取
組
み
」‥

北
海
道
寿
都
町
産
業
振
興
課

長

瀧
山
修
市
氏

・
演
題
「
地
域
資
源
を
活
用

す
る
戦
略
的
な
取
組
み
に
つ

い
て
」‥

福
岡
県
糸
島
漁

業
協
同
組
合
参
事

吉
村
寿

敏
氏

・
演
題
「
離
島
の
特
性
を
活

か
す
取
組
み
に
つ
い
て
」

‥

長
崎
県
上
五
島
町
漁
業

協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長

近
藤
守
氏

○
第
３
部‥

地
域
活
性
化

講
座
～
講
師
（
パ
ネ
ラ
ー
）

と
参
加
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン‥

テ
ー

マ
「
地
域
の
、
地
域
に
よ
る
、

地
域
の
た
め
の
活
性
化
を
考

え
る
」

（
パ
ネ
ラ
ー
）

・
国
土
交
通
省
北
海
道
開
発

局
農
業
水
産
部
水
産
課
長

岡
貞
行
氏

・
北
海
道
歯
舞
漁
業
協
同
組

合
専
務
理
事

伊
藤
康
彦
氏

・
北
海
道
寿
都
町
産
業
振
興

課
長

瀧
山
修
市
氏

・
福
岡
県
糸
島
漁
業
協
同
組

合
参
事

吉
村
寿
敏
氏

・
長
崎
県
上
五
島
漁
業
協
同

組
合
代
表
理
事
組
合
長

近

藤
守
氏

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

・
公
益
財
団
法
人
な
が
さ
き

地
域
政
策
研
究
所
研
究
所
長

菊
森
淳
文
氏

（
一
社
）
福
岡
県
漁
港
漁

場
協
会
（
会
長
・
八
並
康
一

行
橋
市
長
）
は
、
２
月
６
日

福
岡
市
の
「
ホ
テ
ル
レ
ガ
ロ

福
岡
」に
お
い
て
、
水
産
庁
、

（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総

合
研
究
所
、
福
岡
県
農
林
水

産
部
水
産
局
水
産
振
興
課
の

協
力
の
も
と
、
「
第
２７
回
福

岡
県
市
町
水
産
関
係
幹
部
職

員
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
県
内
市

町
の
漁
港
漁
場
関
係
幹
部
職

員
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、

今
回
は
、
３０
名
が
参
加
し
た
。

研
修
会
で
は
、
水
産
庁
か

ら
国
の
平
成
２６
年
度
予
算
概

算
決
定
の
概
要
、
漁
港
施
設

の
老
朽
化
対
策
及
び
防
災
対

策
、
（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁

村
総
合
研
究
所
か
ら
漁
村
の

振
興
（
地
域
の
活
性
化
）
、

福
岡
県
水
産
振
興
課
か
ら
福

岡
県
の
漁
港
整
備
事
業
及
び

今
年
度
の
会
計
検
査
の
状
況

等
に
つ
い
て
詳
細
か
つ
具
体

的
な
説
明
が
あ
っ

た
。研

修
会
は
、
八

並
会
長
の
開
会
挨

拶
に
続
き
研
修
に

入
り
、
午
後
５
時

ま
で
の
長
時
間
で

あ
っ
た
が
参
加
者

は
熱
心
に
聴
講
し

て
い
た
。

【
内
容
及
び
講
師
】

〇
平
成
２６
年
度
水
産
基
盤
整

備
事
業
概
算
決
定
、
地
震
・

津
波
対
策
及
び
施
設
の
老
朽

化
対
策
に
つ
い
て‥

水
産

庁
漁
港
漁
場
整
備
部
整
備
課

西
�
孝
之
課
長
補
佐

〇
漁
村
の
振
興
（
地
域
の
活

性
化
）
に
つ
い
て‥

（
一

財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研

究
所

中
村
克
彦
部
長

〇
福
岡
県
の
漁
港
漁
場
整
備

事
業
に
つ
い
て‥

福
岡
県

水
産
振
興
課
漁
港
整
備
係

池
田
芳
和
係
長

２
月
２４
日
（
月
）

青
森
県
漁
港
漁
場
協

会
副
参
事
葛
西
幸
一

氏
、
同
協
会
業
務
課
主

幹
成
田
靖
子
氏

�������	
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総会の様子

福岡県市町水産関
係幹部職員研修会

研修会の様子

第２７回

漁 港 漁 場 月 報

聞き書き甲子園
フォーラム開催

約１００名が参加した

第１２回

なな
がが
ささ
きき
ＳＳ
ＵＵ
ＩＩ
ＳＳ
ＡＡ
ＮＮ
・・

ウウ
イイ
ンン
タタ
ーー
スス
クク
ーー
ルル
開開
催催

漁漁
港港
往往
来来

名人と高校生へのインタ

ビューも行われた

自
２
月
１
日

至
２
月
２８
日
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